
 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

                         

 

 

 

 

 

 

松本市教育委員会 

松本城三の丸跡土居尻第６次 松本城下町跡本町第８次 

松本市遺跡発掘報告会 

高畑遺跡第６次 殿村遺跡第７次 

銅鏡 

日時：平成 2８年 2 月６日（土） 

午後 1 時～4 時 

会場：松本市時計博物館 4 階 

本町ホール 
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発掘された松本 2015 
～松本市遺跡発掘報告会～ 

次 第 

平成 28年 2月 6日（土）  

 

                     司    会       松本市教育委員会  文化財課長   内城 秀典 

 

13:00            開    会 

 

13:00～13:05     ご 挨 拶       松本市教育委員会 教育部長     宮川 雅行 

 

13:05～13:15   趣旨説明・平成 27 年発掘調査の概要 

                               松本市教育委員会文化財課 課長補佐  直井 雅尚 

 

13:15～13:50   事例報告① 高畑遺跡第６次発掘調査  

                                松本市教育委員会文化財課  主事    小山  奈津実 

 

13:50～14:25    事例報告② 松本城下町跡本町第８次発掘調査（中間報告） 

                                 松本市教育委員会文化財課 主事     原田 健司 

 

    14:25～14:35     休    憩 

 

14:35～15:10    事例報告③ 松本城三の丸跡土居尻第６次発掘調査  

                                松本市教育委員会文化財課 課長補佐  竹内  靖長 

 

 

15:10～16:00     特別報告  「小笠原氏城館群」の調査 ―井川城から林城へ―                                           

                                松本市教育委員会文化財課 課長補佐  竹原  学 

 

16:00～16:10    質    問 

 

16:10           閉    会 

 

16:10～          発表者による展示解説・質問(３階企画展示室) 



　

　 　 　

2012年の発掘調査地点

松本城大手門枡形跡

時計博物館
女鳥羽川護岸石垣
県町遺跡

殿村遺跡

出川南遺跡
平田本郷遺跡

高畑遺跡
エリ穴遺跡（報告）

158

波田地区

梓川地区

四賀地区

波田支所

梓川支所

平成27年の発掘調査遺跡

井川城跡（報告）

時計博物館

市街地中央部拡大図

松本城三の丸跡土居尻

2

松本城下町跡本町
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平成 27年（2015年） 埋蔵文化財発掘調査、報告書刊行一覧表 

 

№ 遺跡・調査名 調査期間 調査面積 調査原因 時代 特徴・備考

1 高
タカ

畑
バタケ

遺跡第６次
　H26.5/19
 ～調査中

約10,000
      ㎡

土地区画整理事業 奈良・平安時代 集落

2
松本城
マツモトジョ ウ

三
サン

の丸
マル

跡
アト

土
ド

居
イ

尻
ジリ

第６次

 4/22～10/2
1,044㎡

(Ⅰ～Ⅲ検
のべ面積)

松本城南・西外
堀復元等代替地

江戸時代 城郭・武家屋敷

3
松本城三
マツモトジョ ウサン

の丸跡
マルアト

土居尻
ド イ ジリ

第７次

6/8～8/3
206㎡

(Ⅰ～Ⅳ検
のべ面積)

松本城南・西外
堀復元等代替地

江戸時代 城郭・武家屋敷

4
松本
マツモト

城下町
ジョ ウカ マチ

跡
アト

本町
ホンマチ

第８次

8/3～調査中
約2,200㎡
(Ⅰ・Ⅱ検
のべ面積)

民間開発 江戸時代
城下町（町屋・推
定御使者宿）

5 殿村
トノムラ

遺跡第７次  5/18～11/6 180㎡ 遺跡整備事業
縄文・奈良・平
安時代・中世

中世遺構群

6 平田本郷
ヒ ラ タ ホン ゴウ

遺跡第７次 10/27～11/12 247㎡ 市道改良事業 平安時代 集落

7 出
イ デ

川
ガワ

南
ミナミ

遺跡第27次  4/15～5/29 165㎡ 県道改良事業
古墳時代・中
世・江戸時代

県埋蔵文化財セン
ター調査、集落

8 市内遺跡確認調査
シナ  イ   イ セキ    カ クニンチョ ウサ

通年 ― 試掘・立会 各時代 試掘

9
井川城跡
イ ガワジョ ウセキ

（報告書作成）

通年 ― 遺跡整備事業 平安時代・中世 城館

10
殿
トノ

村
ムラ

遺跡第６次

（報告書作成）

通年 ― 遺跡整備事業 中世 中世遺構群

11
エリ穴

アナ

遺跡

（報告書作成）

通年 ― ほ場整備事業 縄文時代 集落
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開 発 工 事 等 に よ る 市 内 遺 跡 試 掘 確 認 調 査 一 覧   （平成 27 年） 

 

№ 事業者 所在地 原因事業
調査面
積(㎡)

遺構
等の
有無

検出遺構・遺物 備考 期間

1 民間会社 島内 宅地造成 60
島内北中遺跡・島内
南中遺跡

近接 なし 1月7-8日

2 民間会社 神林 老人ホーム 7.6 下神遺跡 近接 なし 1月23日

3 個人
岡田下岡
田

集合住宅 4.4 岡田松岡遺跡 該当 あり 平安土器片 工事立会 2月4日

4 個人 神田 集合住宅 18 神田遺跡 該当 あり 平安土器片 現状保存 2月6日

5 民間会社 寿北 店舗 12 向原遺跡 該当 なし 2月18日

6
区画整理
組合

両島ほか
土地区画整
理

32 未確認 なし 2月25日

7 松本市 島立 市道改良 10.4
新村・島立条里的遺
構

該当 なし 試掘継続 3月2‐3日

8 個人 和田 個人住宅 4.4 神林川西遺跡 該当 なし 3月9日

9 民間会社 南松本 工場 25.26 出川西遺跡 該当 なし 3月10日

10 長野県 波田
畑地帯総合
整備

60 唐沢遺跡 該当 あり 縄文土器片 試掘継続 3月11-16日

11 松本市 県
市道2084号
改良

5.2 県町遺跡 該当 あり
弥生・古墳時代
土器片、住居跡

記録保存 3月13日

12 民間会社 沢村 宅地造成 26.26 狐塚遺跡 該当 あり 平安土器片 工事立会 3月16・17日

13 個人 岡田松岡 戸建住宅 21.42 岡田松岡遺跡 該当 あり
縄文・平安土器
片、穴

工事立会 3月18日

14 個人 入山辺 個人住宅 10.86 入山辺南方遺跡 該当 あり 縄文遺物、遺構 記録保存 3月31日

15 松本市 城西
外堀復元等
代替地

6.82 松本城西馬出跡 該当 なし 5月7日

16 民間会社 波田 鉄塔建替 14.42 鳴音原遺跡 該当 あり 縄文土器片 散布地 5月11日

17 個人 原
集合住宅、個
人住宅

14.4 下屋敷遺跡 該当 なし 5月26日

18 民間会社 笹賀 宅地造成 37.05 神戸遺跡 該当 なし 6月1日

19 個人 里山辺 集合住宅 9.2 下原遺跡 該当 あり 平安土器片 工事立会 6月9日

20 松本市 寿台 市営住宅 48.35 未確認 なし 6月11・12日

21 民間会社 芳野
土地利用検
討

24.9 出川南遺跡 該当 あり 古墳時代包含層 計画未定 6月15・16日

22 個人 旭 集合住宅 22.32
松本城下町跡、岡の
宮遺跡

該当 なし 6月29・30日

23 長野県 波田 交番 16.6 波田下島遺跡 近接 あり 縄文土器片 7月2日

24 民間会社 浅間温泉 集合住宅 40.5 新湯南裏遺跡 該当 あり
土器片、時期不
明暗渠

記録保存 7月13・14日

25 民間会社 庄内 宅地造成 12.66 筑摩遺跡 近接 なし 7月21日

26 民間団体 岡田町 事務所 54.55 岡田西裏遺跡 該当 なし 7月27・28日

遺跡との関係
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27 民間会社 村井町北 店舗 2.75 高畑遺跡 該当 なし 8月5日

28 民間会社 笹賀 宅地造成 5.4 上二子遺跡 近接 あり 時期不明遺構 現状保存 8月10日

29 個人 筑摩
高齢者向け
住宅

5.2 筑摩遺跡 該当 あり 土器片 工事立会 8月11日

30 民間会社 清水 宅地造成 7.92
四ツ谷遺跡、県町遺
跡

近接 なし 8月18日

31 民間会社 岡田松岡
老人福祉施
設

67.1 岡田松岡遺跡 該当 あり
平安土器片、住
居跡

工事立会 8月19・20日

32 民間会社 井川城 共同住宅 6.82 高宮遺跡 近接 なし 8月27日

33 松本市 丸の内 発電施設 18.6 松本城三の丸跡 該当 あり
近世陶器片、整
地層

記録保存
8月30日-9月2
日

34 民間会社 波田 宅地造成 23.4 未確認 なし 9月7日

35 民間会社 梓川倭 宅地造成 5.5 氷室東遺跡 近接 なし 9月14日

36 長野県 会田 砂防工事 33.9 長居原遺跡 該当 あり 平安土器片 工事立会
9月17日-11月
26日

37 個人 神田 集合住宅 4 神田遺跡 該当 あり
弥生・古墳時代
土器片

現状保存 9月17日

38 個人 里山辺 集合住宅 5.83 宮北遺跡 該当 あり
古墳時代土器片、時

期不明遺構
記録保存 9月24日

39 松本市 寿北 市道改良 92.6 向原遺跡 該当 なし
9月28日・11月
11日

40 民間会社 蟻ヶ崎台 集合住宅 39.06 峰ノ平遺跡 該当 なし
9月30日・10月
1日

41 民間会社 波田 宅地造成 5.6 未確認 あり 時期不明土器片 10月6日

42 民間会社 並柳 宅地造成 11.52 平畑遺跡 近接 なし 10月8日

43 長野県 波田
畑地帯総合
整備

36.79 平林遺跡 近接 あり 縄文土器片 試掘継続 10月13・14日

44 民間会社 今井
事務所・工場
等

14.3 未確認 なし 10月14日

45 民間会社 里山辺 宅地造成 6.3 北小松遺跡 近接 なし 10月15日

46 学校法人 新村 校舎増築 25.82 新村遺跡 該当 あり 平安土器片 工事立会 10月26-28日

47 長野県 旭 校舎増築 5.2 岡の宮遺跡 近接 なし 11月2日

48 民間会社 水汲 集合住宅 21.15
水汲遺跡、水汲2号
古墳

該当 なし 11月16日

49 個人 島立 個人住宅 9.15
新村･島立条里的遺
構、北栗遺跡

該当 あり
縄文・平安土器
片、平安遺構

記録保存 11月19・20日

50 民間会社 野溝木工 宅地造成 10.2 平田北遺跡 近接 なし 12月21日



旧石器時代

縄文時代

弥生時代

古墳時代

奈良時代

平安時代

鎌倉時代

室町時代

江戸時代

南北朝時代

戦国時代

建武の新政

710

794

1192

1338

1603

1334

600

400

200

0

前 300

前 900

16000 年前

安土桃山時代

井川城跡

今回発表の

遺跡年代

・
西
遺
跡

高畑遺跡

縄文のビーナス ( 茅野市 )

森将軍塚古墳 ( 千曲市 )

中山古墳群 ( 中山 )

信濃国分寺 ( 上田市 )

信濃国府

松本城天守

芝宮遺跡の銅鐸 ( 塩尻市 )

平出遺跡 ( 塩尻市 )

卑弥呼 ( ～ 248)

東大寺 ( 奈良県 )

吉野ケ里遺跡 ( 佐賀県 )

纏向遺跡 ( 奈良県 )

法隆寺 ( 奈良県 )

平泉 ( 岩手県 )

安土城 ( 滋賀県 )
林城跡

中山 36 号古墳 ( 神田 )

針塚古墳 ( 里山辺 )
平田里古墳 ( 双葉 )

川西開田遺跡 ( 神林 )

波田下原遺跡 ( 波田 )

殿村遺跡 ( 会田 )

束間行宮

下神遺跡 ( 神林 )
埴原の牧

県町遺跡 ( 県 )
百瀬遺跡 ( 寿 )

虚空蔵山城 ( 中川 )

海岸寺経塚 ( 入山辺 )

境窪遺跡 ( 神林 )

針塚遺跡 ( 里山辺 )

吉田川西遺跡 ( 塩尻市 )

松本市内の

遺跡や史跡

長野県や全国の

遺跡や史跡

海岸寺遺跡 ( 入山辺 )

海岸寺遺跡 ( 入山辺 )

姫路城 ( 兵庫県 )

県町遺跡 ( 県 )

松本城三の丸跡土居尻

松本城下町跡本町

弘法山古墳（並柳）

エリ穴遺跡（内田）

出
川
南

（

（
出
川

仮面の女神 ( 茅野市 )

平田本郷遺跡（平田）

和田太子堂遺跡（和田）

三間沢川左岸遺跡（和田）

高宮遺跡（高宮）

小池遺跡（寿）
新村遺跡（新村）
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高畑遺跡

平田本郷遺跡

小原遺跡

百瀬遺跡

寿南久保遺跡

百瀬南遺跡

北起し遺跡村井遺跡

田川

1次

2～ 5次

今回の

調査地

事例報告①

高畑遺跡　第６次発掘調査

１　調査の概要

　⑴　遺跡の所在　松本市村井町南二丁目 918 ほか

　⑵　原因事業　　松本市村井町南土地区画整理事業に伴う緊急発掘調査

　⑶　調査期間　　平成 26 年 5 月 19 日～継続中

　⑷　調査面積　　約 20,000 ㎡

２　遺跡の概要

　　高畑遺跡は松本市の南端、芳川地区の南東に位置する遺跡です。東には田川、西には奈良井

　川が流れ、両河川に挟まれた平地にあり、田川に接しています。

　　当遺跡が位置する芳川地区は、縄文～弥生時代は田川や奈良井川の氾濫の影響か、集落がほ

　とんど見られませんが、古墳時代後期になると開発が始まり、奈良・平安時代に拡大していっ

　たと考えられます。この時期、芳川地区は筑摩郡良田郷に属しており、東山道の駅のひとつで

　ある覚志の駅が置かれていたと推定されています。

　　当遺跡はこれまでの調査から、奈良・平安～鎌倉時代を中心とした遺跡であるということが

　分かってきました。特に鎌倉時代の遺構が多く見つかっています。遺物は第3次調査で「美濃国」

　と刻印された須恵器の杯が出土しており、信濃国が美濃国と交流していたことがうかがえます。

調査位置図

つかまぐんよしだごう

かがし

うまや
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「美濃国」と刻印された須恵器の杯

竪穴住居竪穴住居掘立柱建物掘立柱建物

　復元住居（塩尻市 平出遺跡）

第 6次調査 調査地遠景 

３　過去の調査

　　高畑遺跡は、昭和 61 年の最初の発掘調査から、これまでに 5回の調査が行われてきました。

　第 1次調査では縄文時代の土器棺墓が 1基が見つかっています。平成 15 年から 17 年にかけて

　行われた第 2～ 5次調査では、狭い範囲内から竪穴住居跡（竪穴状遺構を含む）35 軒が密集し

　て見つかりました。その大半が鎌倉時代のものであり、この地点が鎌倉時代の中心地であった

　と考えられます。また、用水路と区画を兼ねていたと思われる溝も確認できました。

４　今回の調査成果

　⑴　遺構　　竪穴住居跡　　 ：165 軒

　　　　　　　　（奈良時代：5軒、平安時代 140 軒、鎌倉時代 5軒、時代不明 15 軒）

　　　　　　　掘立柱建物跡　 ：7棟

　　　　　　　炭焼窯　　　　 ：3基

　　　　　　　炉　　　　　　 ：1基

　　　　　　　土坑　　　　　 ：約 1,000 基

　　　　　　　溝　　　　　　 ：9条

　　　　　　　畝　　　　　　 ：16 本

　⑵　遺物　　縄文時代　　　 ：石器（石鏃）

　　　　　　　奈良・平安時代 ：土師器、須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器、白磁、鉄器、富寿神宝

　　　　　　　鎌倉時代　　　 ：青磁、白磁、鉄器、銅銭

ふじゅしんぽう
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14 住

15 住
竪 1

竪 2

竪 3

竪 4

竪 5

竪 6

竪 7

建 1

溝 1

溝 2

溝 3

建物跡？

竪 8

竪 9

16 住

17 住18 住

19 住

20 住

21 住

建物跡

(建 2・5・6)

建物跡

(建 3・4)

畝

22 住

23 住

24 住

25 住

26 住

27 住

28 住

29 住

30 住

31 住

32 住
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34 住

35 住
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49 住
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56 住

57 住

58 住

59 住

60 住

61 住

62 住

63 住

64 住

65 住

66 住

67 住
68 住

69 住

70 住

71 住72 住

73 住

74 住

75 住

77 住

78 住

79 住

80 住

81 住

82 住

83 住

84 住

85 住

86 住

87 住

88 住

89 住

90 住

91 住

92 住

93 住

94 住

95 住

96 住

97 住

98 住

99 住

100 住

102 住

103 住

104 住

105 住

106 住

107 住

108 住

109 住111 住

112 住

113 住

114 住

115 住

116 住

117 住

119 住

101 住

124 住125 住

147 住

148 住

120 住

121 住

122 住

123 住

126 住

127 住

128 住

129 住

溝 4
173 住

溝 6

136 住

137 住

138 住

139 住

140 住

141 住

142 住

143 住

144 住

146 住

建 7

溝 5

130 住

131 住

132 住

133 住

134 住

135 住

溝 7

149 住

150 住

151 住

152 住

153 住

156 住

157 住

158 住

159 住

炭焼窯 1

炭焼窯 2

160 住

161 住

162 住

163 住

164 住

165 住

166 住 167 住
168 住169 住

170 住

171 住

溝 8

建 8

A 区B 区

C 区

D・E 区

F 区

G 区

H 区

I区

J区

K区

L区

M区

0       5      10      15      20m

高畑遺跡　遺構配置図

○住、竪○ ：竪穴住居跡

　　　　　　（地面を平坦に掘り込んだ、半地下式の建物）

　　　　　　　■奈良　■平安　■鎌倉　■不明

　　　建○ ：掘立柱建物跡（地面に穴を掘って柱を立て、

　　　　　　 床を設けた高床式の建物）■

　　　溝○ ：溝跡（集落に水を供給するための用水路か）■

　　無記名 ：土坑（用途不明の穴）
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 長年大宝 848      饒益神宝 859      貞観永宝 870     寛平大宝 890     延喜通宝 907    乾元大宝 958

 和同開珎 708      万年通宝 760      神功開宝 765     隆平永宝 796     富寿神宝 818    承和昌宝 835

出典：『世界考古学事典 上』1979 平凡社

124 住

70 住

81 住

124 住出土の土器（北西から）

灰釉陶器の皿や黒色土器の杯などがま

とまって出土しました。

70 住 カマド検出状況（南東から）

カマドを構築している石が良好な状態

で残存しています。石や土は被熱によ

り、赤く焼けています。

81 住 カマド周辺遺物（南西から）

須恵器の杯や杯蓋が多数出土しました。

124 住出土の富寿神宝

柱を立てたと思われる穴から出土しました。

立つように出土したことから、意図的に入

れられた可能性があります。

124 住 完掘状況（西から）

6.5ｍ四方の大きな住居です。

住居内からは柱穴が見つかり

ました。また、壁からも柱を

立てたと思われる穴が確認で

きました。

★

ふじゅしんぽう

わどうかいちん

　⑶　奈良・平安時代（古代）の遺構

　　①　Ｄ・Ｅ区

　　皇朝十二銭
　　　

　　　708 年に「和同開珎」が鋳造されてから、

　　958 年までの 250 年間に国内において鋳造さ

　　れた 12 種類の貨幣の総称を皇朝十二銭と呼

　　んでいます。

　　　高畑遺跡から出土した富寿神宝は 5番目の

　　貨幣で、初鋳は 818 年（平安時代前期）です。
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　・炭焼窯のイメージ・

出典：岸本定吉・杉浦銀治『日曜炭やき師入門』1980 総合科学出版

溝 7

炭焼窯 1

炭焼窯 2

149 住

炭焼窯 1・2 完掘状況（東から）

炭焼窯 2 炭出土状況（南東から）

炭焼窯 2基が見つかりました。壁面は

被熱により、赤く焼けています。床面

からは炭が大量に出土しました。

149 住 カマド周辺遺物（南から）

立っている石はカマド構築材の石です。

土師器の甕（煮炊具）などが出土して

います。

溝 7 完掘状況（南から）

南北に流れる溝を確認しました。溝よ

りも西側では住居が確認できないこと

から、区画を分けた溝の可能性があり

ます。

炭焼窯 1炭焼窯 1

炭焼窯 2炭焼窯 2

　　②　Ｌ区
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竪 1

建 1

建 1 完掘状況

3間×3間の建物の柱の跡を確認しま

した。直径 20 ～ 40 ㎝程の穴が方形に

並んでいます。

竪 1 礫出土状況（西から）

5×9.9ｍと規模の大きい住居です。拳～人頭大の大量

の石と焼土混じりの土が住居を埋めていました。住居

を廃絶する際に意図的に行われた可能性があります。

竪 1から出土した青磁

竪 1から出土した銅銭

（左：皇宋通宝 初鋳 1039 年

  右：元豊通宝 初鋳 1078 年）

こうそう

げんぽう

　⑷　鎌倉時代（中世）の遺構

　　　Ａ区

５　まとめ

　　今回の調査では、165 軒の竪穴住居跡が見つかりました。そのうち 140 軒が平安時代のもので

　あり、当遺跡においてこの時代の遺構が多数確認できたのは初めてでした。今回の調査により、

　高畑遺跡は奈良・平安～鎌倉時代を通して途切れることなく集落が存在しており、住居跡の分

　布域が時代ごとに異なる可能性があることが分かってきました。古代は遺跡の南西で集落が栄

　え、D・E区がその中心地であり、中世は古代よりも北東で集落が栄え、第 2～ 4次調査地点が

　その中心地であったと推定されます。また、炭焼窯が見つかったことから、集落の人々は使用

　する炭を集落内で生産していた可能性が考えられます。
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松
まつもとじょうかまちあと

本城下町跡本
ほんまち

町　第８次発掘調査（中間報告）

２　遺跡の概要

１　調査の概要

事例報告②

13

　（１） 遺跡の所在：　松本市中央２丁目

　（２） 調査の目的：　信濃毎日新聞松本本社社屋移転事業に伴う緊急発掘調査を実施　

　　　　　　　　　　 し、記録保存を図るもの

　（３） 調査期間：　　平成２７年８月６日～平成２８年７月末（予定）

　（４） 対象面積：　　約３，０００平方メートル

　（５） 調査面積：　　約１，２００平方メートル

本調査地が位置する本町は、松本城下町の町人地です。松本城下町は、善光寺街道沿

いに造られた本
ほんまち

町・中
なかまち

町・東
ひがしまち

町のいわゆる親
おやまち

町３町を軸に形成され、さらにその親町から

１０町の枝
えだまち

町が伸びています。このうち本町は、内外の流通拠点として様々な品物を扱う

問屋などの大店が集中し、商人町の様相を呈していました。本町の起源については、享保

１０年（１７２５）に編纂された『信
しんぷとうき

府統記』に、「前略・・・天正１３年（１５８５ ）

より今の宿城地割して、同１５年までに、市辻・泥町辺の町屋残らず本町へ引移し・・・

後略」と記載されており、１６世紀末の松本城以前の深
ふかしじょう

志城時代に小
おがさわら

笠原貞
さだよし

慶によって本

町の町割りが行われたものと推定できます。

調査地の位置図 100 50 0 100 200 300 400

松本城

女鳥羽川

田川

松本駅

薄川

本町の範囲

調査地



４　調査地点について
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これまで本町では７か所の発掘調査を実施してきました。城下町では、火災や水害などで

一帯の建物が被害を受ける度に整地をし、結果としてその土地がかさ上げされました。調査に

より、戦国時代末から近代までに３２０ｃｍの盛り土（１０回以上の整地）が行われてきたこ

とがわかっています。

今回の調査地については、古絵図をみると、調査地北半に数件の町屋、南半に間口の広い

今井家 ( その前は今橋家）の屋敷兼御使者宿があったことがわかります。

今井家は、町役人の最高位の一人に任命され、町役人である倉科家とともに城下町の統制

にあたりました。酒庄屋、穀物商、貸家業など手広く商売をするかたわら、城への客や公用で

来た者を接待し、御用飛脚などを宿泊させる「御
おししゃやど

使者宿」という藩の施設を運営していました。

御使者宿は、身分の高い人が宿泊する場合にも差支えないだけの立派なものであり、城の

細工師によってつくられた内部は、まるで御殿と同じ作りになっていた言われています。当初、

親町３町が当番制で御使者宿を運営していましたが、寛文７年（１６６７）以降は常設の

施設が設けらました。延宝７年（１６７３）までの６年間を今橋家が運営し、その後は、

今井家が明治初年まで一切の責任を負っていくことになります。また、天明３年（１７８４）

には、御使者宿が調査地のある旧本町２丁目から旧本町４丁目（今井家所有の土地・現深

志２丁目）に移転されました。

調査地点
の推定地

御使者宿

『享保十三年秋改松本城下絵図』
による城と城下町の復元図

（精美堂印刷株式会社作成）



寛文９年（１６６９）の調査地の推定位置

　調査地の推定位置南部に間口１３間の御

使者宿が見えます。運営者は（今橋）好味
です。

中藤淳　1986　「近世松本城下町における変遷過程」より引用（一部加筆）

享保９年（１７２４）の調査地の推定位置

　御使者宿の運営者が今井六右衛門に変わ
ります。北側には、嶋屋や米田屋などの問
屋が連なります。

幕末期（１８４５年頃）の調査地の推定位置

　御使者宿がなくなり（天明 3年（1783）
に旧本町４丁目に移動）、間口の狭い町屋
が連なります。　

N
N

N

『善光寺道名所図会』（嘉永２年（１８４９）刊行）に見る旧本町 2丁目での初市（飴市）の様子

「倉科・今井」
町役人の最高権
威者である両家
の姓が幟に書か
れています。

城山 松本城天守
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５　調査成果
（１）第１検出面（１８世紀中～１９世紀初の生活面）

① 主な遺構

建物跡（礎石・石列・胴木・グリ石））、敷地境跡（石垣・石列・胴木・グリ石・杭列）、

埋設桶、　ごみ穴、土坑、ピットなど

② 主な遺物

• 陶磁器：水指（伊賀焼風）、美濃焼の茶道具や雑器、肥前焼の食器など

• 土器：カワラケ、灯明具、焙烙鍋など　・  金属製品：銅銭（寛永通宝）煙管など

• 木製品：下駄、桶、箸、楔、荷札（墨書有り）など

• その他：砥石、硯、温石（懐炉として使用した石）、碁石、骨、貝殻、木の実など

　第 1検出面では、屋敷の境と建物の跡が比較的明瞭にわかりました。各屋敷によって、

塀や建物の基礎構造が異なることが確認できました。建物基礎の胴木（軟弱な地盤などで

の基礎造りに使われる太い木材）は、サイズに統一性がなく、他で使用した建築材を再利

用したものと考えられます。

今回見つかった石組みのカマドは家庭で使うには大き過ぎるため、何らかの生産用と考

えらます。他県で発見された麹作り用のカマドに似ているので、酒造などに使われる麹竈

の可能性があります。

１面全景（南東から）です。　　※赤線 =建物跡

胴木がよく残る建物の基礎が見つかりました。 御使者宿の推定範囲で出土した茶道具（水指）。

粘土と石で組まれたカマド跡。
麹 作り（酒造など）に使用したものでしょうか。

敷地 敷地

敷地

レンガ状に整
形された石

粘土

敷地（御使者
宿の推定範囲）
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（２）第２検出面（１７世紀中～１８世紀初の生活面 /地面）

① 主な遺構

敷地境跡（石列・グリ石）水道施設（竹管・木樋）、埋設桶、ごみ穴、カマド、土坑、

ピットなど

　
② 主な遺物

• 陶磁器：美濃焼の茶道具や雑器、肥前焼の食器、京焼の仏具など

• 金属製品：銅銭（寛永通宝）煙管など

• 木製品：下駄、桶、箸、楔、荷札（墨書有り）、膳など

• その他：砥石、碁石、骨、貝殻、木の実など

第２検出面では、建物跡は確認できませんでしたが、水道施設やごみ穴等が見つかりました。

松本城下町では、１７世紀後半に親町を中心に、各屋敷に配水する水道管が整備され始めたと

考えられています。それ以前は、地下水脈まで直接掘り込んだ溜め井戸まで水を汲んでいまし

た。今回、発見した水道管は、時期的に城下町の中でも初期の頃ものだと思われます。調査では、

竹管と木樋の 2種類の水道管が見つかりました。

御使者宿があったと推定される場所から、通常、町人地ではみることができない様な茶

道具や高級食材などの遺物が出土しました。はっきりとした御使者宿にかかる遺構は確認

できませんでしたが、こういった遺物から御使者宿の存在が窺えます。

竹管の拡大写真

2 面全景（東から）　です。

ごみ穴から木製品がたくさん出土しました。

御使者宿の推定場所で見つかった水道管（竹管）。
　

地面を掘り窪めて作ったカマドの跡です。

水道
（竹管）

敷地（御使者
宿の推定範囲）

敷地 敷地か ?

敷地

赤く焼けた土

炭

水道
（竹管）

水道
（木樋）
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（３）第３検出面（１７世紀初頭の整地土 /造成土）

① 主な遺構
　焚火等の跡と考えられる灰や炭が散った範囲

② 主な遺物

• 陶磁器：美濃焼（織部焼の皿や向付、志野焼の皿や向付、黄瀬戸の鉢など）、輸入磁器（青花、

赤絵）など

• 金属製品：宋銭、煙管、小柄の鞘など、　・  木製品：下駄、桶など

土層の写真

白線で囲われた中には、灰や炭が集中していま
した。焚火の跡でしょうか。

整地土の中から出土した織部焼の皿です。 整地土の中に出土した輸入品と思われる赤絵の
磁器です。

灰や炭と一緒に土鍋の底が出土しました。

第 1検出面

第 2検出面

第 3 検出面がある

複数の細かい整地層

約25cm

現地表面

約150cm

約 55cm

参考（土岐市美濃陶磁資料館所蔵）
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６　中間まとめ

　(1) 中間成果について

松本城下町跡において、今までこれほど広い面積を調査したことはないため、今回の調査

は新たな発見が期待ができます。これまでに、屋敷と屋敷の境がどうなっているのかが明瞭

に確認できました。また、屋敷毎に整地を行っており、地面の高さに若干の差があることも

わかりました。これは発掘調査自体を困難にさせる原因にもなっています。

今回の調査地が、親町の中でも中枢町の本町であるので、多くの目を引く出土遺物があり

ます。また、御使者宿の推定場所の調査では、御使者宿と断定できるような遺構は見つかり

ませんでした。しかし、通常町人地では見られない高級品の出土遺物が御使者宿に結び付け

られるかもしれません。

　(2) 今後の調査について

第４検出面では、城下町成立当初の様子が発掘調査により確認できると期待されます。ま

た、第４検出面より下層の調査では、城下町成立前、本町周辺がどのようになっていたのか

を知ることができます。戦国時代以前の中世集落や、さらに前の古代集落があるかもしれま

せん。

第 3検出面は、生活面ではなく、生活面を造る段階の整地層です。数 cmの厚さで異なる質

の土を幾重にも積み重ね、しっかりとした整地をしていることがわかりました。整地土の中か

ら、織部焼の皿・向付や灯明皿として使ったと思われる志野焼の皿、中国製磁器の青花（染付）・

赤絵の欠片が出土しました。町人屋敷地から出土すること自体珍しい遺物が、多量に出土した

ことは、いったいどういうことなのでしょうか。また、焚火をしたであろう痕跡が複数確認で

きました。今後、全国で似たような事例がないか調べる必要があります。

平成28年 1月 18日の大雪に襲われた発掘現場の様子
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事例報告③ 

松本城三の丸跡土居尻第６次調査 
 
１ 調査の概要 
 ⑴ 遺跡の所在  松本市城西２丁目２－３３ 
 ⑵ 調査の目的  松本城南・西外堀復元事業及び内環状北線整備事業の代替予定地 

の開発に伴う緊急発掘調査 
 ⑶ 調査期間   平成２７年４月２２日～１０月２日 
 ⑷ 調査面積   平面積５９２㎡（Ⅰ～Ⅲ検のべ調査面積１，０４４㎡） 
 
２ 調査地の概要 
 ⑴ 調査地の位置 

 松本城の城郭部分は、本丸・二の丸・三の丸で構成され、それぞれの郭を３重の堀（内堀・外

堀・総堀）が囲んでいます。調査地は、三の丸の西端に位置しています。三の丸には、家老をは

じめとする藩士の屋敷があり、東・西・北には馬出し・門が設けられ、南には大手門枡形門が

設けられていました。 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

本丸 

二の丸 

発掘調査地 

三の丸 
城下町 

調査地の位置 
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⑵ 絵図から得られる情報  ⇒調査地は、松本城の城郭と家臣の武家屋敷という２つの要素 
 
ア 調査地西半部は、総堀と総堀土塁 ⇒城郭の防御施設 

   調査地西半部は、三の丸を囲む総堀と堀の内側にあった土塁にあたります。絵図をみると、

土塁の上には土塀があり、敵を迎え撃つために狭間の表現がみられます。 
 
イ 調査地東半部は武家屋敷 ⇒家臣の屋敷地 

   幕末期には、戸田家家臣の「山口久次郎」の屋敷がありました。山口氏は文化５年 
（１８０８）に８０石で調査地の屋敷を拝領しています。文政６年（１８２３）には、２０

石加増されて１００石となった後、小姓・近習・御広間番・郡奉行・御学館目付などの役職

を代々勤めました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

享保十三年秋改松本城下絵図（1728）より 

維新前松本藩士族屋敷割図より 

 

総堀 

土塁 

 

二 

の 

丸 

外 堀 
総 

堀 

 

調査地 

武家屋敷 

 

 

 
底裏に墨書きされた 

餌猪口（鳥の餌入れ） 

 

山
口
姓 

 
 

正
月 

山口氏の屋敷である

裏付け資料が出土 

調査地西半部の模式図 

土塁 土塀 
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３ 調査の成果 
 ⑴ 調査地西半部 
  ア 土塁の盛土は、ほとんど削平されていましたが、基盤となる土層が残っていたため、土塁幅は 

約１６ｍであることがわかりました。  
  イ 土塁下部に人為的な整地層を確認しました。土塁構築以前（＝築城期以前）の整地にあたりま

すが、遺物は木片のみで陶磁器などが出土しなかったため、整地時期は不明です。        
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ⑵ 調査地東半部について 
  ア 第Ⅰ面の１９世紀の生活面では、火災で焼失した武家屋敷跡を確認しました。 
  イ 第Ⅱ面では、東端部に建物跡（掘立柱建物）が確認され、中央から西側は窪地を埋めた造成面

を確認しました。窪地は、壁面の土層観察から、大きく２度にわたって埋め立て造成が行われて

いたことがわかりました。 
  ウ 第２期の造成土中からは、多量の遺物が出土しました。特に火災被災遺物も多量に出土したこ

とは特筆されます。出土した資料には、茶器（織部四方鉢・総織部茶碗・志野向付など）、木製品

（螺鈿細工の調度品の一部・将棋駒・鍬など）のほか、天正 11 年（1583）の年号が記された板材

が出土しました。遺物の年代幅は、１６世紀末から１８世紀前半です。瀬戸産の鉄釉灰釉掛け分

け茶碗・立沢瀉紋の軒丸瓦（水野氏家紋）などが最も新しい年代を表すものです。 
   水野氏の松本藩主時期：寛永 19 年～享保 10 年（1642～1725） 

 
土塁下部の整地面 

 

土塁 

整地層 

近代～現代の土層 

武家屋敷側の土塁裾部

の土層 

150 ㎝ 
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Ⅰ検出面（１８世紀末～１９世紀初頭） 

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第Ⅱ検出面（１８世紀代） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

 

 

 

 

東 

調査区全景 

火災で廃棄された 

大量の陶磁器 

池か？ 

ゴミ穴 

建 物 跡 柱穴に残る柱材 

発見された遺構：建物跡、池状遺構、ゴ

ミ穴、水道遺構、溝状遺構、火災後の

廃棄土坑 
出土遺物：陶磁器（肥前産、瀬戸・美濃

産、京都産ほか）、木製品（下駄・曲物

ほか）、金属製品（キセル、小柄ほか） 

発見された遺構：建物跡（掘立柱建物）、土坑、造成の痕跡 
出土した遺物：陶磁器等（建物跡からは出土遺物なし） 
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大規模造成跡（第Ⅱ検出面下層） １７世紀初頭～１８世紀初頭 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

↓ 造 成 範 囲  調査範囲全景 

西 

 

 

螺鈿（らでん）

細工を施した

調度品 

（着物掛）か  

螺鈿部分 

 

 

 

 

茶器・織部四方鉢 

将棋の駒（歩兵） 

軒丸瓦（立沢瀉・水野氏家紋） 

鍬（造成作業に使用か？） 

人形の顔（木製） 
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造成時の土留めか？ 

× 

「天正 11 年」墨書板材出土 

窪
地
を
造
成
し
た
痕
跡 

第Ⅲ面で発見された造成範囲 

整
地
層
（
生
活
面
） 

 
窪地の掘り下げ作業風景 

土留め部分の空中写真 

 
建物跡 

造成土中から出土した遺物：陶磁器（16 世紀末～18
世紀前半代のもので、高級茶器などが含まれる）、木

製品（漆椀、下駄、曲物、鍬、螺鈿細工のある調度

品、将棋の駒など）、その他（碁石、煙管、小柄など） 

25 
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⑶ 天正 11 年（１５８３）の年号が墨書きされた板材について 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 調査のまとめ 
 ⑴ 第Ⅰ面の１９世紀の生活面では、火災で焼失した武家屋敷を確認しました。絵図の記載と出

土した墨書資料から、藩士・山口家の武家屋敷と考えられます。 
 ⑵ 築城期から１８世紀前半まで規模の大きい窪地が存在していました。１８世紀前半以降に大

きく２度にわたる造成が行われ、武家屋敷がつくられました。このことは、三の丸内の整備が

段階的に行われていった可能性を示唆しており、今後の周辺の調査とあわせて検討が必要です。 
 ⑶ 造成土中から天正１１年（１５８３）の年号が記載された墨書板材が出土しました。数少な

い天守築城前の年号が記された貴重な資料が得られました。 

 

 

 

 

 （
天
）
正
拾
一
（
年
）
（
癸
）
未
六
月
四
日  

 天正 11 年とは ～動乱の翌年～ 

［天正 10年（1582）］    （参考：『信府統記』ほか） 

2月 木曽義昌が武田勝頼に背信、織田へ臣従 

3月 深志城代馬場美濃守が織田信忠軍に降伏 

武田勝頼が織田信忠軍に敗北し、自刃 

～武田氏滅亡～ 

織田信長が安筑二郡を木曽義昌に与える 

6 月 本能寺の変で織田信長が自刃 

7 月 小笠原貞種が上杉景勝の援助をうけ 

深志城から木曽義昌を追放 

 小笠原貞慶が徳川家康の援助をうけ 

深志城から貞種を越後に追放 

深志の名を松本に改める 

～以後、反小笠原勢力への一掃に努める～ 

［天正 11年（1583）］ 

2月～3月 貞慶、安筑地域の有力者の反乱を制圧 

所領安堵に奔走 

8 月 貞慶、日岐氏を服従させ、仁科氏と対立 

［天正 12年（1584）］ 

3月 貞慶、麻績・青柳城を攻略 

［天正 13年（1585）］ 

貞慶、市辻・泥町の町屋を女鳥羽川の南に移し、 

本町を形成（～15 年まで城下町整備に努める） 

なぜ「松本」？ 

①待つ（松）こ

と本懐を遂げ

た 
②分家（伊那松

尾）に対する

 

赤外線写真 

この板材は、窪地を埋めた造成土中から出土しました。板

材の用途や廃棄理由などははっきりしません。 
火災被災遺物も一緒に出土していることから、火災後に廃

棄されたとも考えられます。 
今後、一緒に出土した遺物の様相も含め、検討していく必

要があります。 



特別報告

「小笠原氏城館群」の調査―井川城から林城へ―

１　「小笠原氏城館群」とは？
　松本城につながる室町～戦国時代の地域領主小笠原氏の本拠の変遷を物語る城館跡群
　井川城跡 ･･･････････････････ 室町時代における信濃守護小笠原氏の居館推定地
　林城跡（大城・小城）････････戦国時代における小笠原氏の本拠（居館と山城）
２　「井河ノ城」―室町時代の小笠原氏居館はどこまでわかったか？
　⑴　古文書に見える井川城の姿 ････････「井河堀」（『諏訪御符礼之古書』）と「井河ノ城」（『信府統記』）
　⑵　発掘結果からわかった井川城の姿 ･････100 × 70mの長方形土壇、堀・水路、かわらけ、威信財…
　⑶　調査結果は何を語るか？ ･････15 世紀前半に隆盛した武士の館→小笠原氏の居館跡か？
３　林城―戦国時代の小笠原氏本拠の姿を解き明かす
　⑴　古文書に見える林城 ･･････「大城」（『高白斎記』）、「小笠原家の要害」（『信府統記』）
　⑵　林大城の構造 ･････4 つの空間（主体部と削平地群）、堀切・竪堀と土塁と無数の壁で防御か？
　⑶　林小城の構造 ･････ 主体部と削平地群、畝状竪堀など主体部の発達した縄張、なだらかな尾根の城
　⑷　大城・小城と大嵩崎谷 ････ 現在の姿は廃城後、天正 10年～の大改修？、大嵩崎谷と大城・小城
　⑸　林山腰遺跡の発掘成果が語るもの ････ 大嵩崎谷に眠る大規模な平場群、礎石建物、15世紀末に隆盛
　⑹　山城と山麓の館・町・寺が織りなす歴史的景観 ････ 戦国時代における小笠原氏の拠点
４　井川から林へ―考古学からみた小笠原氏本拠の動き
　⑴　井川城跡と林山腰遺跡の考古学的な年代
　⑵　井川から林への本拠移転時期 ････15 世紀後半の転機、平地の城館から山城へ、列島規模のうねり
５　松本城のプレヒストリーを語る「小笠原氏城館群」を未来へ受け継ぐ
　・守護家から戦国領主を経て近世大名へ ･･･ 激動の時代を生き抜いた武家の足跡を物語る歴史資料群
　・国史跡として保存・活用をめざして ･･･ 松本城と並ぶ歴史資産として後世に受け継ぐ

小笠原氏城館群と
　　松本平一円の城郭群
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田

川

廣正寺 神明社

川
　
　
田
　
　
穴

頭

無

川

市特別史跡
（伝櫓台跡）

2次1tr

2次3tr

2次2tr

試1tr 試2tr

試3tr

試4tr 試5tr

試6tr

試7tr

1次1tr

1次3tr

1次2tr

1次4tr

2次5tr

1次5tr

2次4tr

2次6tr

2次7tr

2次8tr

2次9tr

2次10tr

1次6tr

試8tr

構
遺
状
堀

路
流

路
流

発掘トレンチ

土塁

盛土

礎石建物など

密集する遺構

門跡か？

堀状遺構

堀

密集する遺構頭無川と流路跡
伝櫓台跡と
堀状遺構

居館跡の
　南東隅

土塁状の
　　盛土

青磁筍形瓶
(威信財)

碁石 中国産染付碗

礎石建物跡

居館西側の法面

居館西側の
　　法面と
サイカチの株

居館北側の
　　　側面

杭 密集する遺構

井井

A

B

A

B

W              E

S          　　　 　　　                  N

川
無
頭

川
無
頭

585m

583m

585m

583m

堀状
遺構

堀状遺構

堀状遺構

堀状遺構

井川城跡の断面構造
現在の地面造成面

現在の地面造成面

古代の地面 ( ムラ )

古代の地面 ( ムラ )

地盤
盛土
土壇外周の盛土 ( 土塁状 )

S          　　　 　　　                  NS          　　　 　　　                  NS          　　　 　　　                  NS          　　　 　　　                  N井
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室町～戦国時代の武士の館―方形館

一乗谷朝倉氏遺跡 ( 朝倉義景館　福井県 )

かわらけ ( 宴会や日常生活の食器・灯明具 ) 茶道具

茶入

天目茶碗

茶壺

耳

威信財
青磁筍形瓶 (12 ～ 13 世紀の中国製 )

青花 ( 染付 ) 碗 青磁碗

香道の道具 ( 一乗谷朝倉氏遺跡 )青磁の香炉

碁石

中国産の磁器

一乗谷朝倉氏遺跡

江馬氏館 ( 岐阜県 )

娯楽

座敷飾りの様子 ( 上：慕帰絵詞、下：酒飯論絵巻 )

「福」
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虎口

ら
か
倉
橋

大嵩崎から

ら
か
橋
華
金

今回確認された本来の城内道

（今回確認）
物見に都合の良い高まり

石塁

不整形の小さい削平地群
（高低差・傾斜角小）

不整形の小さい削平地群
（高低差・傾斜角小）

三日月形の大きい削平地群
（高低差・傾斜角大）

大きな曲輪が梯子状に連なる主体部
周囲に帯状の曲輪を巡らせる

（特に傾斜の緩く城内道がある北東側）

堀切・竪堀A
堀切・竪堀B

堀切・竪堀F

三重の堀切・竪堀H

（伝水番所）

切岸
（高低差大）

前面を土塁で囲んだ
三日月形の曲輪

井戸跡

主郭Ⅱ郭
Ⅲ郭

石積みを伴う方形の曲輪

切・竪切
C

・・竪 （伝

堀

㉔㉔㉔㉔㉔㉔㉔㉔㉔㉔㉔㉔㉔㉔㉔㉔㉔㉔㉔

㉕㉕㉕㉕㉕㉕㉕㉕㉕㉕

㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖㉖

㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗㉗

㉘㉘㉘㉘㉘㉘㉘㉘㉘㉘㉘㉘㉘㉘㉘

㉑㉑㉑
郭郭
㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉒㉓㉓㉓㉓㉓㉓㉓㉓㉓㉓

A
B

CD 堀切
竪堀G

堀切・竪堀E
堀切・竪堀D

堀切・竪堀C

⑧土塁を伴う三日月状曲輪

⑬主体部背後の竪堀

⑭主体部背後の斜行する堀

⑨主郭北東側の三角形の曲輪

⑫主郭西半

⑮主郭背面の石積み

⑯Ⅲ郭から後方の尾根

⑩主郭の虎口

⑪主郭東半

⑰主郭北西側の帯状の曲輪⑱主郭北西側の鉢巻石積み⑲主郭虎口横の土塁内側の石積み⑳主郭とⅡ郭を分ける堀切㉑Ⅱ郭から主郭を見上げる㉒Ⅱ郭を見下ろす㉓Ⅱ郭北の土塁を伴う曲輪㉔大削平地群にある虎口

㉕小削平地群北西端の土塁

㉖小削平地群北西端の竪堀

㉗小削平地群北端の堀切

㉘方形曲輪に伴う石積み

①Ⅱ郭北側の竪堀 ②Ⅱ郭北側の堀切・土塁 ③Ⅱ郭北側の堀切・土塁 ④橋倉側林道下の削平地 ⑤橋倉側の三重堀切 ⑥橋倉側の落差のある切岸 ⑦姫の化粧井戸
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●

●
●

●

●
●

●
●

●●

●

●

●
●

●
●

●
●

慈眼寺跡

林山腰遺跡

林城跡（大城）
水番城跡

林城跡（小城）

カマ

真観寺跡

竹渓庵跡

旧浄林寺跡

廣澤寺

1-Ⅰ

1-Ⅱ

1-Ⅲ

2-E

2-A

2-D

2-C

2-B

2次調査範囲

H15試掘

H25試掘

H26試掘

S63

南方遺跡

瑞光寺跡

諏訪社

諏訪社

十輪院跡

薄　　　　　　　川

林

大嵩崎

橋倉

南方
松
小
南

西小松

金華橋

池
頭
鹿
千

（立町）

）
町
横
（

）
路
小
辺
山
（

市口

林山腰遺跡の
礎石建物跡

主
郭

Ⅱ郭

ガマ（湧水）

未整形の緩い尾根

堀切・竪堀

不整形の小削平地群

主体部

不整形の小削平地群

堀
竪
状
畝

堀
竪
状
畝

●

縄張図は福原圭一氏作成、『松本市史』所収

Ⅱ郭の虎口 ( 出入口 )

主郭東側の畝状竪堀

大堀切から続く竪堀

主郭背後の大堀切

鉢巻状にめぐる主郭の石垣

主郭を囲む土塁（西面）

主郭西側の畝状竪堀

主郭背面の大土塁

林小城全体図

林城跡とその周辺―戦国時代の小笠原氏本拠―
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１３５０　　   １４００　　   １４２５　       １４５０　       １４７５　　     １５００　　   １５２５　   　１５５０

井川城跡

小笠原氏の内紛

林山腰遺跡
  （林城跡）

井川から林へ～遺跡の動き・小笠原氏の動き

小笠原氏系図と三家分立

全国のおもな中世・戦国時代の居館跡（史跡）

貞宗 (1292-1347)

政長 (1319-1365)

長基 (1347-1407)

長秀 (1366-1424) 政康 (1376-1442)

宗康 (-1446)持長 (1396-1462)

府中小笠原氏 鈴岡小笠原氏
清宗 (1427-1478) 政秀 (-1493)

松尾小笠原氏
家長 (-1480)

貞基長朝 (1443-1501)

貞朝 (1461-1515)

長棟 (1492-1542)

長時 (1514-1583)

貞慶 (1546-1595)

長高

信定 (1521-1569)

貞忠 (-1534)

信貴

信嶺 (1547-1598)

信之 (1570-1614)

討取

1467 年攻める

討取

暗殺

1534 年に降す
小笠原氏を統一

遠江小笠原氏

和義源美
清
（

光

源

）
氏

斐
甲
（

光
遠

賀
加

清
長
原
笠
小

）
氏
源

光康

長将

史跡上之国館跡勝山館跡
（北海道・上ノ国町）

史跡奥山荘城館遺跡江上館跡
（新潟県・胎内市）

史跡江馬氏城館跡
（岐阜県・飛騨市）

史跡大内氏城館跡
（山口県・山口市）

史跡吉川氏城館跡
吉川元春館跡

（広島県・北広島）

）

特別史跡一乗谷朝倉氏遺跡
朝倉館跡

（福井県・福井市）
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